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本事業の概要

３年次対象にアセスメントテストを受験させ、
まずは現段階での学生の基礎的・汎用的能力
（ジェネリックスキル）を把握し、可視化する必要がある

◇3年次生を対象に
基礎的・汎用的能力のアセスメント・テストを
実施し、3年間の伸長度を測定評価するとともに、
卒業後の進路を見据えたキャリア教育プログラムを
今後どのように設計・実施していくか、
キャリアセンターやCOC＋推進室の事業担当者などと
連携して検討する。
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本事業の概要

◇「社会的･職業的自立、社会･職業への円滑な移行に必要な力」
の要素

出所：中央教育審議会（2011）「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（答申）
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本事業の概要

教養教育と専門教育にまたがる
広い意味でのキャリア教育体系
を構築し、
その教育効果を可視化する
試みが求められている。

出所：PROGテスト HP
http://www.riasec.co.jp/prog_hp/
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本事業の概要

◇アセスメントテスト「PROG」とは

・学校法人河合塾と株式会社リアセックが共同で開発した
アセスメント

・従来の自己評価に加え、客観的評価の指標を設け、
基礎的・汎用的能力（ジェネリックスキル）
を複合的に評価することが可能

・学生のジェネリックスキルを「リテラシー」と
「コンピテンシー」の２側面から測定

出所：PROGテスト HP
http://www.riasec.co.jp/prog_hp/
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本事業の概要
2012年4月にスタートしたPROGテストは、大学教育における基礎力の育成や
学修成果の可視化への注目を背景に、受験大学数・受験者数を伸ばしている

出所：PROGテスト資料から抜粋
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中教審との関連性
○中教審の「質的転換答申」(H24.8.28)
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本学中期目標・中期計画等との関連性

○本学第三期中期目標
【教育】

２.学生に卒業後の進路を意識させ、確実な専門性を身につけさせる

教育体系により、自らの将来に目標と自信を持ち、その実現に
向けて粘り強く取り組む人材を育成する。

→体系的なキャリア教育の実施や、キャリア形成支援が重要

○本学第三期中期計画
3-①-2

課題発見・探求能力、実行力といった社会人基礎力を培うため、
ＰＢＬ（課題解決型学習）などを活用した能動的な学修を
平成３２年度までに学士課程における授業の５割に導入する。

→ただ導入するだけではなく、その成果を把握することも重要
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プロジェクトの必要性

①キャリア教育効果の検証
学生の学修成果を把握し可視化

②FDへの活用
各種データを分析し、キャリア教育やわかやま未来学
副専攻のプログラム改善に活用

③学生への支援
学生の成長や主体的な学び、キャリア形成を支援
履歴書・エントリーシートの作成指導等で活用
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プロジェクトの必要性

全体傾向報告書

受験結果一覧

個人結果要約版

①教育効果の検証
各学部やキャリア教育科目や副専攻受講生の傾向、
他大学との比較などをまとめて、分析した全体傾向報告書
をもとに教職員へ共有

②FDへの活用
全受験者の結果データを納品してもらい、授業アンケート等と併せて
分析し、FDデータとして活用が可能

③学生への支援
学生個人結果要約版を、学生へのキャリア支援の参考資料として活用
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プロジェクトの新規性・発展性
◇新規性
・学生のジェネリックスキルを把握することは、
今後の進路指導やキャリア教育に不可欠である。
これまで実施できていなかった出口データ
（就職活動や就職内定，進学，その他のデータ）とを
組み合わせ、新たな分析が可能となる

・経済学部単独でなく、キャリアサポートチームの
キャリア教育の取組やCOC＋推進室のわかやま未来学
副専攻の教育効果とも比較できる

◇発展性
キャリア教育プログラムやキャリアガイダンスを

今後どのように設計・実施していくかを
検討することが可能
→現在大学が求められている「教育の内部質保証」の
実現に向けた取り組み



WAKAYAMA UNIV.

今年度受験者の詳細
■第１回受験時期
2019年９月中旬～１０月中旬

◇経済学部学生
経済学部３年生 １９６名

◇COC＋推進室 わかやま未来学副専攻
システム工学部３年生 １名
観光学部３年生 ２名

■第２回受験時期
2020年２月下旬～３月中旬

◇キャリアセンター キャリアサポートチーム
経済学部２年生 ２名
観光学部２年生 １名
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地域専門科目群

前期 前期後期 後期 後期

基
礎

発
展

実
践

応
用

３年目 ４年目２年目
前期 前期後期

現代経営実践論
-企業・職種研究-

和歌山企業
トップ経営論

キャリアと社会
（関空合宿）

地域・社会や職業について、
具体的な事例を元に学ぶ。
求められる資質や人材像を
認識する。

現代社会実践論
-キャリアと公務-

学部の特性に応じ、進路選
択をしていくための視点を
学び、進路決定に向けて具
体的に行動していく。

キャリア教育体系

基礎演習・入門セミナー

観光
キャリア・デザインⅢ

観光
キャリア・デザインⅣ

インターンシップ

自
己
理
解
・
大
学
生
活
計
画

地
域
・
社
会
理
解

仕
事
体
験
・
自
己
成
長

進
路
選
択
・
就
業
へ

自主演習等各種プロジェクト（クリエプロジェクト等）

１年目

PBLを基本とし、ジェネリッ
クスキルを向上し、自身の特
性や「仕事」について学ぶ。

ピアサポート

経済学部 観光学部 各学部ごと

ロードマップ等

新入生
合宿

観光キャリア
デザインⅡ

キャリア
デザイン
入門Ⅰ

観光キャリア
デザインⅠ

キャリア
デザイン
入門Ⅱ

プログラム概説

プログラム・キャリ
ア・デザイン

メジャー
紹介講義

わかやま学群・わかやま未来学副専攻科目

わかやま学群

地域協働セミナー

地域協働自主演習Ⅰ

地域協働自主演習Ⅱ

地域協働自主演習.adv

コーオプ演習

LIP

キャリアの基本的な考え方を
踏まえ、自己を客観的に捉え
つつ、各学部カリキュラムや
ロールモデル等を参考に大学
生活の計画を立てる。

地域創業論

システム
工学部

インターンシップ
ガイダンス

就職ガイダンス

ビジネス
キャリア
演習Ⅰ

ビジネス
キャリア
演習Ⅱ
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ディプロマ・ポリシーで掲げている力と
PROG測定要素


